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治安の悪化は、私たちの生活に直結する重大な問題である。私たちは、「八王子駅前の治安改善」

という問題について、学園都市・八王子市の強みを活かした改善プランを提案する。 
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1．はじめに 

 私たちは人生を過ごすための場所をどのようにし

て決めるだろうか。都心へのアクセスの良さ、学

校・職場からの距離など、さまざまな要因が考えら

れるが、治安も重要な決定要因ではないだろうか。

治安の悪化は、私たちの生活の安全性に直結する重

要な問題だからである。以上のことから私たちは、

「八王子駅前の治安改善」という問題について、学

園都市・八王子市の強みを活かした改善プランを提

案する。 

 

2 . 現場の課題と問題の深刻性 

 八王子市は平成 15年 4月 1日に「生活の安全・

安心に関する条例」を施行し、「つきまとい勧誘行

為」を禁止、さらに平成 26 年 6月 1日に同条例を

改正し客引き・スカウト行為等に対する規制を行っ

ている。しかし、私たちが創価大学生 108 人を対象

に収集したアンケートによると八王子駅改札前、 
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北口エリアと京王八王子駅周辺エリア（図 1）の治

安について、治安がどちらかというと悪い、悪いと

答えた人が 75%と高い割合であることが分かった。 

治安がどちらかというと悪い、悪いと回答した人の

理由として 1番多く挙がったのは、「居酒屋やカラ

オケのキャッチ」であったが、「ゴミの多さ」につ

いても多くの回答が集まった。また、「八王子駅や

その周辺が今後どう改善したら治安がより良くなる

と思いますか？」という質問ではキャッチ規制やパ

トロール隊の導入など、治安改善に対する要望が多

く寄せられた。実際に、八王子市では、JR 八王子

駅、京王八王子駅周辺において、警察署と八王子市

役所が合同で生活安全パトロールを定期的に実施し

ているが、人々の体感治安の良さを改善していくに

はパトロールの頻度や体制を変えていく必要がある

と考える。 

 

3. 提案 

これらの現状を踏まえ、大学生と八王子警察署を

つなぎ、地域に根差したパトロールの実施を提案す

る。この提案では、パトロールを学生に向けてアル

バイト化し、治安改善に努めるとともに、八王子市

の活動に学生が参画しやすい環境を提供する。 

我々は以下の順序で八王子市の体感治安改善に向け

て、アルバイト式パトロールを提案する。 

 

①パトロールの応募 
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大学生は、当初の予定の変更などにより、数日

前、あるいは唐突に単発アルバイトに応募する傾向

がある。そこで、八王子市内に位置する大学のサイ

トやバイトアプリ上でパトロールのアルバイト内容

を明示し、参加を募る。大学サイトや単発バイトア

プリを使用することで、いつでも容易にパトロール

に参画できる環境を作る。夕方から午後 9時頃まで

を男女学生、それ以降の時間で男子学生を応募対象

とする。また、賃金を高めに設定することでパトロ

ールに参加する動機づけとなる。 

 

②アルバイトの内容 

アルバイト募集によって募った学生が、警察官と

一緒、もしくは学生が 3人以上で駅周辺のごみ拾い

をしながら、パトロールを行う。同時に、特にキャ

ッチの多い場所や声掛け、つきまといが行われてい

た場所をマークし、ハザードマップを作成する。キ

ャッチなどのトラブルだけでなく、アンケートにお

いて治安が悪いと感じる原因の一つであるごみ問題

の改善にもつなげることができる。パトロールは図

1の範囲内で行う。頻度は週 3日、曜日は不定とす

る。 

 

③事案の発生時における対応 

声掛けや付きまとい行為、あるいはそれ以上に値

するトラブルがアルバイト中に発生した場合に備

え、警察官と常時連携をとることができるホットラ

インを用いる。警察官と同行することで、矢先にト

ラブルや犯罪に対処できる環境が整うだけでなく、

学生のみでパトロールするよりも比較的安全にパト

ロールを行うことができる。 

 

4 . 有効性 

①ボランティアからアルバイト化し、賃金面で学

生たちの関心を引くことができる。 

②警察官との交流によって、市への興味・関心が深

まる。 

③他大学の学生と繋がることで新しいコミュニティ

が生まれ、新しい視点や経験を得られる。これは、

学園都市ならではの良さだ。 

④市や地域への治安改善に学生が貢献していること

によって、市民の八王子への関心が高まることが期

待できる。また、市民は学生の存在があることで安

全を実感できる。 

⑤「大学卒業後、八王子市以外に住んでいたと仮定

し、家庭を持った場合、八王子市に引っ越してこよ

うと思いますか？」という質問では 93.5%がいいえ

と答えている。その理由の中でも治安に対する意見

が多く寄せられており、治安を改善することで、将

来安心して子育てを行うことができる。 

 

5 . まとめ 

 私たちは地域に根差したパトロールの実施を提案

し、八王子市の治安の改善に努める。 

 また、大学生と八王子警察署をつなぎ学生が八王

子市の活動に参画しやすい環境を提案する。 

 本提案により、他大学や地域との交流が活性化さ

れ、学園都市ならではの明るい街、治安のよい街づ

くりを目指していく。さらには、治安改善や若者の

活躍を通して、将来的に八王子に住み、今の大学生

が家庭を持った際にも安心して暮らせる街を目指し

ていく。 
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